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昭和4 6年

夏の交通事故防止
県民総ぐるみ述動実施

あ
の

瞬
を
忘
れ
る
な
ク
．

ヒ
ヤ
ー
ッ
と
L
た

勿を~

主

唱

福

島

県

交

通

対

策

協

議

会

推
進
機
間
団
体
玉
川
村
交
通
対
策
協
議
会

こ
の
運
動
は
、
夏
季
に
お
け
る
解
放
感
か
ら
身
心

の
ゆ
る
み
、
暑
さ
に
よ
る
疲
労
等
が
原
因
す
る
交
通

事
故
が
例
年
増
加
の
傾
向
に
あ
り
、
家
庭
、
学
校
、

地
域
、
職
域
等
を
中
心
に
、
県
民
総
ぐ
る
み
に
よ
る

交
通
安
全
運
動
を
椎
進
し
、
も
っ
て
交
通
事
故
防
止

の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二、

実
施
期
間

七
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
二
十
日
ま
で

三
、
重
点
実
施
事
項

一
、
過
労
運
転
、
飲
酒
運
転
の
防
止

二
、
こ
ど
も
と
、
老
人
の
交
通
事
故
防
止

三
、
行
楽
等
に
伴
う
安
全
運
転
の
確
保

／ 
一
、
目

的
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の
あ
た
た
か
い

に
よ
り
玉
川
村
政
を
担
当
す
る
栄
を

得
ま
し
て
四
月
三
十
日
か
ら
就
任
い
し
ま
し

保
険
税
の
第
一
期
分
に

つ
い
て
は
七
月
に
納
入
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

こ
の
保
険
税
の
課
税
限
度

額
が
、
昨
年
度
ま
で
五
万

円
と
さ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
が
地
方
税
法
の

一
部
改
正
に
よ
り
、
八
万

円
に
引
き
上
げ
さ
れ
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま

す。
又
今
年
度
の
保
険
税
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

と
、
今
年
度
の
保
険
税
は

昨
年
に
対
し
、
調
定
総
額

で
、
一
―
‘
二
％
の
引
き

上
げ
に
な
り
ま
す
が
、
こ

の
理
由
と
し
て
は
医
療
費

に
お
い
て
被
保
険
者
の
皆

さ
ん
が
、
医
者
に
か
か
る

回
数
が
多
く
な
っ
た
こ
と

や
、
新
し
い
薬
が
出
来
た

り
、
医
療
技
術
が
良
く
な

っ
た
こ
と
等
に
よ
り
、
医

療
費
が
毎
年
一
五
ー
ニ
〇

％
位
の
伸
び
が
あ
る
た
め

今
年
度
に
お
い
て
も
前
年

度
に
対
し

r

一
六
、
四
％

の
伸
び
が
予
想
さ
れ
た
た

め
。
こ
れ
に
伴
な
い
国
か

ら
の
支
出
金
等
も
増
額
に

な
り
ま
す
が
、
保
険
税
に

つ
い
て
も
引
き
上
げ
し
な

け
れ
ば
、
運
営
出
来
な
い

よ
う
な
訳
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
今
年
度
の

保
険
税
と
医
療
費
を
比
較

す
る
と
、
保
険
税

保
険
税
の
課
税
限
度
額

八
万
円
に
引
き
上
げ

す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

な
に
と
ぞ
今
後
と
も
一
層
の
御
支
持
と
御

叱
正
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

就
任
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

総
額
三

0
、
七
五
二
千
円

に
対
し
、
役
場
に
お
い
て

医
療
費
と
し
て
支
払
う
額

は
六
一
、
四
二
八
千
円
で

保
険
税
の
二
倍
を
支
払
う

こ
と
に
な
り
、
こ
の
不
足

額
は
、
国
庫
支
出
金
等
を

充
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す。
こ
の
よ
う
に
、
も
し
国

民
健
康
保
険
制
度
が
な
か

っ
た
と
す
る
と
、
保
険
税

国
土
の
均
衡
あ
る
発
展

と
、
公
共
施
設
の
設
備
の

た
め
昨
年
九
月
郡
山
地
方

広
城
市
町
村
圏
指
定
獲
得

の
た
め
の
促
進
期
成
同
盟

会
が
発
足
し
て
以
来
猛
連

瓢
広
域
市
町
村
閏

指
定
な
る
ク
。

の
二
倍
の
医
療
費
を
個
人

個
人
が
支
払
う
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
こ
の
点
ご

理
解
下
さ
れ
納
税
に
対
し

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次

第
で
す
。

尚
、
今
年
度
の
税
率
は

次
の
と
お
り
で
す
。

所
得
割
百
分
の
一
・
六
五

資
産
割
百
分
の
二
七
・
八

均
等
割
二
、
一
七

0
円

乎
等
割
四
、
四
四

0
円

動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
去
る
七
月
十
四
日

付
に
て
郡
山
地
方
広
城
市

町
材
圏
を
設
定
す
る
旨
の

通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
来
る
八
月

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

小

針

千

盛
夏
の
候
村
民
の

↑
.
9
 

の
こ
と
お
慶
び
申
し

さ
て
、
私
こ
と
去
る

みんなで水の事故から
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船
引
町
の
二
市
十
二
町
五

村
か
ら
な
る
も
の
で
、
今

設
立
総
会
が
開
後
こ
れ
ら
の
市
町
村
の
振

式
に
産
足
す
る
＇
興
設
備
に
関
す
る
計
画
を

り
ま
す
。
広
城
的
に
共
同
し
て
行
う
シ

町
村
は
、
郡
山
こ
と
に
な
り
ま
す
。

川
市
、
本
宮
町
、
こ
の
計
画
に
よ
り
来
年

鏡
石
町
、
岩
瀬
度
か
ら
、
主
と
し
て
市
町

村
、
石
川
町
、
村
道
等
の
整
備
に
つ
い
て

平
田
村
、
浅
川
事
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

町
、
三
春
町
、
な
り
、
そ
の
期
待
す
る
と

滝
根
町
、
大
越
こ
ろ
は
大
き
な
も
の
が
あ

常
葉
町
、
り
ま
す
。

，ゞも

e
A

”つ
e
A
7
t
o
↑
&
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仕

li'，
守
ふ
6

ぃ
苔
L
0
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↑

警
察
官
の

募
集
に
つ
い
て

一
受
付
期
間
八
月
二
日
l
九
月
十
八
日

二
試
験
日
第
一
次
試
験
十
月
三
日
（
日
）

三
試
験
場
白
河
、
郡
山
な
ど
六
会
場

四
受
験
資
格

A

大
卒
者
昭
十
九
•
四
ヽ
二

B

学
歴
を
問
わ
な
い

昭
二
九
•
四
・
一

ま
で
に
生
れ
た
男
子

五
採
用
予
定
人
員

A

約

四

十

名

B

約
五
十
五
名

六
試
験
方
法
と
内
容

A

大
卒
程
度
の
学
力
に
つ
い
て
択
一
式

筆
記
試
験
お
よ
び
課
題
論
文
（
原
稿

用
紙
二
枚
程
度
）

B

高
卒
程
度
の
学
力
に
つ
い
て
筆
記
試

験
お
よ
び
課
題
作
文
（
原
稿
用
紙
一

枚
程
度
）

ほ
か
に

A
B
と
も
身
体
検
査

七
手
続
き
受
験
申
込
み
用
紙
は
、
警
察
署

で
交
付
し
ま
す
。
県
人
事
委
員
会
事
務
局

に
郵
便
で
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

八
給
与
お
よ
ひ
厚
生

0
初
任
給
三
一
、
二

0
0
C

高
卒
）
か
ら
三

七
、
六

0
0
C

大
卒
）
ま
で
学
歴
に
応
じ

て
四
区
分
に
な
っ
て
い
ま
す
。

0
本
俸
の
ほ
か
に
、
期
末
、
勤
勉
、
寒
冷
地

手
当
、
そ
の
他
の
手
当
が
つ
き
ま
す
。

0
被
服
は
制
服
な
ど
の
ほ
か
に
、
く
つ
、

y-

シ
ャ
ツ
な
ど
が
現
品
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

〇
昇
給
は
原
則
と
し
て
年
一
回

〇
健
康
保
険
、
資
金
資
付
（
結
婚
、
住
宅
な

ど
）
厚
生
施
設
の
判

九
共
同
試
験
福
島
県
零

時
に
埼
玉
、
千
葉
、

採
用
試
験
も
行
い
七

十

そ

の

他

詳

細

は

認

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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国
や
、
地
方
公
共
団
体

は
、
道
路
や
住
宅
を
つ
く

っ
た
り
、
学
校
を
建
て
た

り
、
生
活
に
困
っ
て
い
る

人
の
援
助
を
し
た
り
、
い

ろ
い
ろ
な
仕
事
を
し
て
ま

す。
こ
の
よ
う
な
仕
事
に
使

わ
れ
る
お
金
は
、
大
部
分

が
私
た
ち
が
納
め
た
税
金

で
、
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま

す。
昭
和
四
十
六
年
度
の
国

の
一
般
会
計
予
算
は
約
九

兆
四
千
百
四
十
三
億
円
で

こ
の
う
ち
約
九
割
が
税
金

で
す
。私

た
ち
の
納
め
た
税
金

は
、
国
の
い
ろ
い
ろ
な
仕

事
を
通
じ
て
、
私
た
ち
の

生
活
を
、
よ
り
豊
か
に
す

る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
税
金
千
円
あ

た
り
の
使
い
み
ち
に
し
て

み
る
と
、
昭
和
四
十
六
年

度
予
算
で
は
次
の
よ
う
に

な
り
ま
す
。

国
民
の
健
康
や
生
活
を

守
る
た
め
一
七
九
円

住
宅
や
道
路
な
ど
の
整

備
の
た
め
一
七
七
円

教
育
と
科
学
技
術
の
振

興
の
た
め
―
―
五
円

国
土
の
防
衛
の
た
め

七
一
円

地
方
財
政
の
援
助
の
た

ク中ク岩
法
寺

クク竜クク

崎

ク小蒜クク

高生

白

旗
山

崎

曲

山

ト

車

田

キ

溝

井

ム

関

根

ト

小

針

ソ

メ

小

針

清

助

吉

田

マ

ス

矢

吹

コ

ウ

倉

鎌

ト

メ

小

林

イ

ト

小

林

キ

ン

鈴
木
吉
左
衛
門

県
の
敬
老
年
金

受
給
対
象
者
は
三
十
名

め

ニ

―

八

円

国
債
の
償
遠
、
利
子
の

支
払
い
な
ど
の
た
め

三
四
円

そ

の

他

二

0
六
円

合
計
一
、

0
0
0
円

住
宅
と
税
金

①
土
地
を
買
っ
た
り
家
を

建
て
た
り
し
て
登
記
を

す
る
と
き
は
、
登
録
免

許
税
が
か
か
り
ま
す
。

税
率
は
売
買
に
よ
る
所

有
権
移
転
の
場
合
は
、

固
定
資
産
評
価
額
の
五

％
、
新
築
家
屋
の
所
有

権
の
保
存
登
記
の
場
合

福
島
島
で
は
毎
年
九
月

十
五
日
「
敬
老
の
日
」
八

十
五
才
以
上
の
者
に
対
し

敬
老
年
金
と
し
て
三
千
円

が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

支
給
対
象
は
、
明
治
十

九
年
九
月
十
五
日
以
前
に

生
れ
た
者
で
次
の
三
十
名

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

部

落

名

氏

名

川

辺

熊

田

キ

ソ

ク

大

竹

ッ

子

ク

大

竹

ス

テ

八
月
は
一
時
暑
い
期
間

も
あ
り
ま
す
が
、
北
か
ら

の
寒
気
や
前
線
ま
た
は
低

気
圧
の
影
響
を
受
け
や
す

い
の
で
、
夏
期
と
し
て
は

変
動
の
大
ぎ
い
天
候
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

九
月
ー
十
月
の
初
秋
、

は
ほ
ぼ
平
年
並
み
の
天
侯

が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
山

間
部
で
は
、
初
霜
な
ど
の

季
節
現
象
が
例
年
よ
り
早

ヨメ

三
カ
月
天
候
予
報

（
八
月
ー
十
月
）

ヨラ

フハ

ヨタ

は
0
、
六
％
で
す
。

②
土
地
や
家
屋
を
手
に
入

れ
た
場
合
に
は
、
不
動

産
取
得
税
（
県
税
ご
が
か

か
り
ま
す
。
税
率
、
土

地
や
家
屋
の
固
定
資
産

評
価
額
の
三
形
で
す
。

③
涸
人
が
住
宅
を
新
築
し

た
り
、
新
築
の
建
売
住

宅
を
買
っ
た
場
合
や
、

住
宅
新
築
用
の
土
地
を

購
人
し
た
場
合
で
一
定

の
要
件
に
該
当
す
る
と

き
は
、
税
率
の
軽
減
や

特
別
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。須

賀
川
税
務
署
よ
り

＿
叫5一
ア5
-―
:
〗
一

-

＇

,

―

―

 

み
ん
な
の
た
め
に
使
わ
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る
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一

海

に

て

心

き

び

し

く

耐

｀

兄

圃

疇

山

に

住

ん

て

ー

海

ち

か

く

な

が

め

そ
の
ふ
か
い
広
さ
に

ち
ち
は
は
の

．

か
ぎ
り
な
い
愛
を
憶
う

し
お
ざ
い

呻

東

の

海

の

遠

い

潮

騒

よ

疇

七

月

の

太

陽

の

し

た

圃

区

隠

｀

い

人

は

語

り

“

一

日

一

日

人

は

心

も

や

し

て

た
ま
ゆ
ら
の

い
の
ち
を
生
き
る

｀

・

木

代

子

皿
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クク南
須
釜

クク ク，・ク

鈴

木

サ

イ

仁

井

田

ア

キ

上

野

徳

二

仁

井

田

サ

ヨ

塩

沢

キ

ク

大

野

ミ

ッ

吉

村

イ

ノ

ん‘山
小
屋

” ク北
須
釜

ク

大

野

ヶ

サ

小

針

蔵

重

瀬

谷

ス

ミ

草

野

惣

之

助

鈴

木

ツ

ソ

矢

吹

玉

之

助

八
月
中
旬
こ
ろ
に
一

時
夏
型
の
天
候
が
見
込
ま

れ
ま
す
が
、
上
旬
と
下
旬

に
は
前
線
や
、
低
気
圧
が

接
近
し
や
す
い
の
で
、

曇

り
や
、
に
わ
か
雨
の
降
り

や
す
い
日
が
多
い
で
し
ょ

う
。
な
お
上
旬
と
下
旬
に

は
そ
れ
ぞ
れ
台
風
が
一
個

く
ら
い
本
土
に
接
近
ま
た

は
上
陸
す
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

‘

九
月

割
合
週
期
的
な

天
候
の
変
化
を
示
し
ま
す

が
、
全
般
に
移
動
性
高
気

圧
が
北
に
偏
っ
て
通
り
や

士
く
、
本
州
南
岸
に
前
線

が
停
滞
し
や
す
く
な
る
の

で
、
曇
り
や
雨
の
日
が
滉

わ
れ
や
す
い
見
込
み
で

す
。
ま
た
下
旬
に
は
大
陸

高
気
圧
が
北
に
偏
っ
て
張

り
出
す
の
で
、
全
般
に
涼

し
い
天
候
が
滉
わ
れ
や
す

く
な
る
で
し
ょ
う
。

な
お
台
風
が
一
個
く
ら

い
本
土
に
接
近
、
ま
た
は

上
陸
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。十

月
上
中
旬
は
全
般

に
移
動
性
高
気
圧
に
お
お

わ
れ
や
す
い
の
で
、
晴
天

に
恵
ま
れ
ま
す
が
、
上
旬

（
天

気）

く
、
秋
の

お
と
づ
れ
は
、

ゃ
4
早
め
に
な
る
で
し
ょ

う
。
な
お
台
風
は
八
月
に

二
個
、
九
月
に
一
個
く
ら

い
本
土
に
接
近
、
ま
た
ほ

上
陸
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

月
平
均
で
は
、
平
年
並

み
、
会
津
で
は
平
年
並
み

か
、
や
4
低
く
な
り
そ
う

で
す
。

'

)

九
月
一
時
高
温
な
期

間
も
あ
り
ま
す
が
、
乎
年

並
み
か
や
4

低
目
の
日
が

多
く
、
月
乎
掏
で
は
平
年

並
み
か
、
や
4

低
く
な
る

見
込
み
で
す
。

十
月
中
旬
は
全
般
に

温
暖
な
日
が
多
い
見
込
み

で
す
が
、
上
旬
と
下
旬
に

で
平
年
並
か
や
4
多
め
の

見
込
み
で
す
。

ま
た
前
線
や
低
気
圧
の

影
響
で
一
時
的
な
大
雨
の

お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

九

月

や

4
多
い
見
込

み
、
台
風
の
経
路
に
よ
っ

て
は
と
こ
ろ
に
よ
り
大
雨

と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す。
十
月
全
般
に
、
平
年

並
み
く
ら
い
の
見
込
み
で

す。
尋

に
は
一
時
冷
え
込
み
の
強

い
日
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
下
旬
に
は
一
時
冬

型
の
気
圧
配
置
が
現
わ
れ

て
季
節
風
の
吹
き
出
し
が

あ
り
、
会
津
で
は
曇
り
の

日
が
現
わ
れ
や
す
い
見
込

み
で
す
。

温
）

八
月

寒
暖
の
変
動
が

大
き
い
で
す
が
上
、
下
旬

に
は
一
時
低
湿
な
期
間
が

現
わ
れ
る
見
込
み
で
す
。

（
気

は
、
冷
え
込
み
の
強
い
日

が
現
わ
れ
る
見
込
み
な
の

で
、
月
平
均
で
は
会
津
で

は
、
平
年
並
み
か
や
4

低

く
、
中
通
り
、
浜
通
り
で

は
平
年
並
み
く
ら
い
で
し

ょ
う
。（

降
水
量
）

八

月

月

の

総
雨
量
は

中
通
り
、
浜
通
り
で
ば
平

年
並
み
か
や
4

少
な
め
で

す
が
、
会
津
で
は
時
々
に

わ
か
雨
が
降
り
や
す
い
の
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ゴ
ミ
、
燃
焼
物
の
収
集

を
次
の
日
程
に
よ
り
実
施

を
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

利
用
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。

．
．
．

尚
紙
く
ず
類
は
ボ
ー
ル

箱
等
、
そ
の
他
の
も
の
は

肥
料
、
飼
料
等
の
空
袋
に

入
れ
、
;‘
纏
や
ひ
も
で
結
ん

で
そ
れ
ぞ
れ
の
指
定
場
朋

に
午
前
八
時
ま
で
に
出
荷

し
て
下
さ
い
。

ゴ
ミ
収
集
車
運
行
日
程

毎
月
第
一
、
第
二
、
第
三

水
曜
日
（
特
別
清
掃
地
域

集
落
地
）

川

辺

農
業
倉
庫
、
宮

ノ
前
（
宿
中
）

蒜

生

国

道

（

神

社

入

ロ）

小

高

東

ノ

前

、

た

ば

こ
集
納
所
前
、
旧
役
場

前El:――――
-
l
-＿＿＿＿＿ 

ーー

一

東

南

ア

ジ

ア

の

旅

＇ ＇ 
ー

血

．

．

溝

井

マ

．―
-
ラ

11

待
合
室
に
黒
黄
白
の
人
種
い
て
異
国
と
思

一
ーー111

う
こ
と
多
か
り
き

＿
空
港
よ
り
い
づ
れ
ば
暑
き
風
吹
き
て
ヤ
シ

、

ー

血
の
高
葉
に
鈴
な
り
の
実
が

ーー

マ
ニ
ラ
の
街
往
来
し
げ
き
雑
踏
に
は
だ
し

11

の
子
ら
が
金
欲
り
て
来
る

＿
 

11

六
十
米
の
風
雨
の
た
め
に
倒
れ
た
る
赤
き

＿

木

肌

の

菩

提

樹

多

し

ーー

血
マ
ニ
ラ
湾
浪
高
さ
い
も
た
だ
づ
し
て
金
色

に
変
る
夕
陽
も
海
も

`
 

．．
 
,
 
．．．． 

ー・・
一

コ‘‘

て
決
ま
る
も
の
で
す
。

特
に
、
夏
の
汗
の
ひ
ど

い
と
き
に
は
、
着
ご
こ
ち

が
気
に
な
り
ま
す
。

は
だ
着
の
役
目
と
し
て

ー11

は
、
寒
さ
暑
さ
か
ら
、
か

一
ら
だ
を
保
護
す
る
必
要
が

血
あ
り
ま
す
。

ー

＇ ＇ 

こ
れ
は
汗
に
よ
る
水
分

11

の
影
響
が
大
き
い
と
い
わ

一＇ 
ー

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
は
だ

ー

＇ 一
着
の
松
料
と
し
て
は
．
ま

ー

血
ず
水
分
の
吸
収
の
よ
い
こ

＿
と
が
条
件
に
あ
げ
ら
れ
ま

＂
す
。
ま
た
皮
膚
の
湿
度
に

ーーーー

大
き
な
影
響
を
与
え
る
も

ー111

の
に
通
気
と
い
う
条
件
が

一
血
あ
り
ま
す
。

.... i
l
 ...... i
'一
夏
の
は
だ
着
を
買
う
と

国

、
F
曰`ぃ

衣
服
の
着
ご
こ
ち
は
、

衣
服
の
デ
ザ
イ
ン
、
環

境
、
季
節
な
ど
’
い
ろ
い

ろ
な
条
件
が
重
な
り
合
っ

ー
く
ら
し
の
知
恵
ー1[11]

一

夏

の

は

だ

着

プJヽ川

高辺

石須

井藤

四山北南中クク小川
小須須

辻屋釜釜 高辺 辻

四ク吉/,,/,, /,, 南岩ク中
須法

・部

釜 寺
落

出

生

児

氏

名

世

帯

主

名

続

柄

小

針

富

美

子

鶴

寿

孫

岩

谷

．

忍

共

利

長

男

大

竹

義

和

信

雄

孫

斎

藤

弓

子

雅

博

長

女

瀬

谷

ゆ

・

み

安

徳

三

女

相

楽

雅

俊

宣

二

孫

松

田

し

の

ぶ

功

二

女

佐

藤

敏

春

広

竹

孫

大

和

田

寛

伸

一

夫

孫

石

井

友

江

利

五

郎

孫

（
四
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

小

針

美

由

紀

一

夫

二

女

荻

田

辰

哉

富

二

郎

孫

溝

井

延

枝

貞

佳

孫

添

田

美

千

代

清

孫

首

藤

芳

春

ツ

ナ

．

孫

榊

枝

9

明

美

忠

一

ク

桐

枝

栄

子

徳

栄

ク

石

森

ヒ

ロ

子

正

伊

ん

渡

辺

金

吉

由

松

ク

（．五
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

弘

一

利

次

孫

登

菊

9

次

ク

ミ
収
集
車
を

こ
利
用
く
た
さ
い

中

・

、

駅
前
、
公
民
館

＂リ

，

ず
南
須
釜
南
宿
、
北

l
宿

（
四
ツ
角
）
、
奥
乎

[
、
月
第
三
水
耀
日
（
特

別
清
掃
地
城
以
外
）
．

岩
法
寺
公
民
館
前
、
双

'
羽
電
機
前

'‘‘..
.,l

竜

崎

公

民

館

前

、

．
下

．

山
小
屋
集
荷
所
前

境
沢
橋

・

四

辻

機

械

置

場

裏

吉

集

荷

所

前

9

9

尚
収
集
車
の
到
着
は
、

北
須
釜
兎
田
（
三
又
路
）

オ
ル
ゴ
ー
ル
で
知
ら
せ
ま

集
荷
所
下
、
小
泉
（
バ

'
,
'す
。

ス
停
前
)

..
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一、

近

詠

関

根

栖

泉

[

一
疎
影
な
ほ
月
黄
昏

L ‘
て
梅
匂
ふ

＂
ー

〗

ょ，しべ

，’＇
，

叩
＿
梅

咲

さ

，
っ

石

に

の

こ

ふ

ぃ

る

昨

夜

の

雨

、

一

血
椋
鳥
の
な

，を
群
れ

，
解
か
ず
庭

’
の
雪

，

〗

と
う

血

蕗

の

釜

匂

＇
ふ

手

籠

の

土

こ

ば

れ

111

．
な

ほ

も

．

つ

て

余

生

を

か

せ

ぐ

友

の

焚

火

血

i
4

磐

梯

を

徳

せ

る

雲

や

桑

を

解

く

皿

、
あ
し
・

叩

放

慢

な

春

雨

芦

の

新

を

鳴

ら

す

皿

叩

娼

J

ら

の

辻

念

仏

や

旧

正

月

ベ
_
-
＝
-
m
-
＝
＝
=
＝
＝
＝
＝
-
＝
＝
u
-
l
-
=
＝
＝
-
＝
＝
=
＝
-
＝
＝
u
m
-
―
―
-
m
-
＝
＝
U
=
＝
＝
＝
-
＝
=
-
=
＝
-
＝
=
＝
-
—
u
―
-
＝
-
-
＝
＝
＝
＝
＝
＝
-
=
-
＝
=
＝
-
=
=
＝
＝
＝
＝
＝
＝
I
―
-
=
＝
＝
＝
＝
I
=
＝
＝
＝
＝
＝
-
＝
=
＝
-
＝

-
E

考
え
て
、
材
質
は
も
め
ん

が
一
番
ょ
い
で
し
ょ
ぅ
゜

‘jも
め
ん
で
も
織
り
か
た

に
よ
っ
て
、
は
だ
ざ
わ
り

な
ど
ち
が
い
吉
す
が
ク
レ

ー
・プ
シ
ャ
ツ
ほ
、
そ
の
点

夏
に
適
し
た
も
の
と
い
え

ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
ス

リ
ッ
プ
は
、
化
学
繊
維
が

ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
そ
の

場
合
は
、
ナ
イ
ロ
ソ
よ
り

は
キ
ュ
プ
ラ
の
ほ
う
が
よ

t
 

い
で
し
ょ
う
。

為こお
三さ誕
〗し、生
靡まお
生す め
届 ．、 で: ;, ~ 

っ

き
に
は
、
以
上
の
こ
と
を

\ '• , , 

‘‘ 

四南北ク小蒜川
‘須 須

辻釜 釜 高生辺

北ク竜 II 岩ク川
須法
釜崎寺 辺

,'‘、クク‘
岩
法
寺

ク

辺

大倉矢野 野

部
落

南
須
釜

吉

関円関木石佐鈴 草小小佐大大大

根田 久谷根 井藤木 野 林 林 竹 槻 竹 竹鎌部崎崎 釜 沢 死
チ 伊間 亡
ョナ直＝菊武繁 イヨ治フ武礼忠 サ利忠コ 清竹者
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郎成
亡 亡 亡帯亡

盛 届蔵一治義雄己 届一 届好人主届
書 書 書 名書

母妻卯ノ、正二繁か 母長二母父姉武か母徳忠母友か父ス か
ーツ登吉と のシ

ら三治ーら テ続 t 
のののの の ののの
父夫 父 男 父 女男 父 父 父父 夫 柄

須中

こ
逝
去
お
悔
み
申

L
上
け
ま
す
一

＇ 

一
］
 

4ヽ
 

中岩
法
寺

商
須
釜

クク北
須
釜 高辺

南岩クク//// 
須法←、: い ＇

釜寺

塩国大吉石小車熊 玉石小車添溝

沢井野村森針田田 木森針田田井

：正早明吉鼻よし和 淳 達：節成
子四苗美男子子美

全
ノ、一
月

上夫子子次

分

チ正寅正貞竹武惣畠政貞満勝友マ
次生 サ

ヵ考治男夫郎男二 、届勝夫 美蔵ヨ

烹
孫四ク孫甥////孫ど， ク孫長長// ❖

男 男女

- 勤
労
青
少
年
の
つ
ど
い

参
加
者
募
集

福
島
県
で
は
県
内
の
勤

労
青
少
年
を
対
象
に
「
勤

労
青
少
年
の
つ
ど
い
」
を

国
立
磐
梯
青
年
の
家
に
お

い
て
、
毎
月
開
催
し
て
お

り
、
多
数
の
参
加
者
を
求

め
て
お
り
ま
す
。
参
加
希

望
者
は
役
場
住
民
課
へ
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

> ì/つ
ま科履りと

八
月
は
本
格
的

な
夏
休
み
、
海
へ

山
へ
、
若
さ
を
の

せ
楽
し
さ
を
躍
ら

せ
て
く
り
だ
す
季

節
で
す
。

本
格
的
な
台
風

シ
ー
ズ
ン
が
訪
れ
る
の
も

こ
れ
か
ら
で
す
。
雷
雨
や

に
わ
か
雨
も
夏
の
天
気
に

は
つ
き
も
の
で
す
。
晴
天

に
浮
か
れ
て
、
海
、
山
へ

出
か
け
、
思
わ
ぬ
う
ね
り

に
の
ま
れ
た
り
、
天
気
の

急
変
に
ぶ
つ
か
っ
て
事
故

を
起
し
た
り
し
な
い
よ
う

に
ご
用
心
く
だ
さ
い
。

広
報
号
外
で
村
内
の
役

職
員
名
簿
を
発
行
し
、
各

戸
一
部
送
付
し
ま
ず
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

広
報
の
発
行
が
お
く
れ

ま
し
た
こ
と
お
わ
び
い
た

し
ま
す
。




